施術方針


根本原因『カラダの使いグセ』を改善

「早期回復」と「ベストな健康管理」

最善を尽くす




痛みや疲れのきっかけ
使い痛み（オーバーワーク）・不注意（不摂生 : 手入れ不足）・外傷（ケガ）

カラダの状態
筋肉のコリ（過緊張）や関節のこわばり（動きにくさ）
→　血行不良、自律神経の失調
→　筋肉の柔軟性と関節可動域の低下
→　炎症

早期回復のポイント
→　治癒力を高める　
治癒力を妨げる原因
・身体重心の不安定
・協調性の悪さ（つながり）
↓
血行や自律神経系の正常な働きを妨げてしまいます


真の原因＝隠れた原因
↓
『カラダの使いグセ＝動きのクセ』
改善することが治癒力を高めるポイントです

使いクセが改善せず、強くなってしまうと
↓
傷めやすくなる　治りにくくなる
↓
症状の慢性化・悪化


◇使いグセの改善が厄介なのは、
カラダの使いグセは、普段のカラダの動きのクセであり、
レントゲン・MRIは静止した検査などの見た目だけではわかりません
カラダの動きを検査しなければ隠れていて見逃されやすい。

解決策 : イーファスの動作検査

エキスパートAI搭載
↓
悪い動きのパターンを3次元で徹底分析
194万通りの中から、悪くなっている動きのパターンを特定
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システムを使用した治療メニューを提案しています
今回を機会に根本的な施術を受けてください
クセは習慣性により形成

一定の時間が経過しているので戻りやすい

↓

施術を3回のセットで受けていただいています
経過を見させていただくことで、
より深い問題を見つけるようにしています
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